
 

令和５年度 第１回牧区地域協議会 次第 

 

日時：令和５年４月１８日（火） 

午後６時から 

会場：牧区総合事務所３０１会議室 

 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 自主的審議事項 

⑴ あらゆる人が安全・安心に住み続けたい「牧づくり」について・・資料No.1 

 

 

 

 

 

４ その他（連絡事項） 

 

 

 

５  閉  会 

 ・次回（第２回牧区地域協議会）  月  日(  ）  時  分～ 



※ 資料中「★」は予算措置を必要とするもの。

【目標】

・高齢者等が地域で安心して暮らせるための

外出支援を強化する。

① 利用できる空き家の情報収集 （総合事務所）

（町内会長を通じて聞き取り等）

② 空き家の情報発信 （牧振興会） ★

③ 体験メニューの検討 （総合事務所）

④ 体験受入体制の検討（総合事務所・牧振興会）

⑤ 区内巡回体験ツアープログラム計画

区内施設の有効活用

（総合事務所・牧振興会・地域団体）

⑥ 体験ツアー参加者の宿泊先検討 ★

（深山荘・川上笑学館・ほほえみ荘・どぶろく荘）

⑦ 区内巡回体験ツアー用車両の購入 ★

（牧振興会）

⑧ 地域イベントの情報発信 （牧振興会） ★

② 商品化及び雇用の場としての検討 ★
（総合事務所・公社･イタヤ）

③ イタヤカエデの植栽 ★
（総合事務所･公社･イタヤ）

④ 根曲がり杉活用事業 ★
（総合事務所･公社･イタヤ）

外出支援

・令和4年10月から実証運行実施、令和5年4月

から本運行開始。引き続き乗車方法等の周

知を強化する。（総合事務所）R5年４月～

① コミュニティバス活用の周知（総合事務所）

② 買い物支援事業拡大の検討（牧振興会）★

・牧振興会で、冬期間限定（1月～3月）毎週

月・木に買い物支援事業を実施しているこ

とから、回数増の依頼を含め、牧振興会と

協議を実施する。（総合事務所）R5年４月

③ ＪＡ店舗の存続に向けて協議（総合事務所）

（地場産販売スペース設置等）

・総合事務所がＪＡ店舗関係者と状況把握を

行う。

（総合事務所）R5年５月

＜農業＞

① 担い手（個人経営農家）による検討会の開催
（総合事務所・担い手（個人経営農家））

・若手農業者で組織されているJA青年部等と牧区
の農業振興について意見交換会を実施する。
（総合事務所）R5年未定

② 新たな組織体制づくりに向けた学習会及び講演会
を実施 （総合事務所・公社・ＪＡ・担い手）★

③ 区内の組織体制の検討
（総合事務所・公社・ＪＡ・担い手）

＜メープルシロップ＞

① イタヤ（梨本氏）から事業内容について説明

（総合事務所・公社・イタヤ）

・イタヤ（梨本氏）から事業内容について説明を
聞く。（地域協議会）R5年５月実施

【目標】

・豊かな自然と暮らしの体験を通じて、牧区を広く

知ってもらい、地域の人と触れ合う機会を創出し、

空き家を活用した移住促進を図る。

子育て移住

【目標】

・牧区の農地を守るため、中心となる担い手を

確保する。

・牧区の特産品、メープルシロップの商品化を

目指す。

農業・林業

・イベント実施できる団体の模索（総合事務所）
R5年５月～

・市で実施している空き家バンク等の情報収集、研究
（総合事務所）R5年５月～

資料No.1


